
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（80 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資 　 　　 　 料
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　　　　　　　原 料 酒 精 ご フ ー ゼ ル 油 の 問 題

　　　　　　　 室 田 晋 次 ・郷 　隆 義 ・
恂 井 靜 夫 （日 本酒翻 弑 會瓧 ）

　（1） 清酒中の フ ーゼ ル 油 ： 最近 の 清酒中の フ ーゼ ル 　　
1
えられ る，添 加用ア ル コ ール の 品質上 の 規格とし て は

泊含齢 嫉 の 如く往年の もの 眦 し 磁 少 し てい 　 フ ーゼ ・舳 ほ・．・・％以 下
1）・

と 云 う事 ｝．な つ て い 碑
る．その 原因の

一
つ とし て ア ル コ ー

ル 添加の 影響が考　　 か ら も首 肯され る．

　　　　　　　　　　　　　第 1表．清 酒 中 の フ h ゼ ル 油 含 量
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第 2表 ・原 料 の 差 異 に よ る フ ・・“ゼ ル 油 の 生 成 状 態
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　分析方濫 ： ア ル ゴ ー几 ほ ピ ク ノ S − er−一に よ b ブ ー

ゼ ル 油は 試溜液に つ い て 硫駿 ・｛ 二 1）ソ 法 に よ ウ金窒素

は ミ ク ロ ケ ル ．a
’
　・一ル 法 に ょっ た．

叉生成 した ア ル コ ール に 封す る フ ーぜ ル 油 の 詐誠 率 の

％ を示す と第 1 岡の 如 く原料中の 全窒素！全糖分 の 率
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が高 く又熟或醪 中の 酵母數の 多 い 玉 蜀黍が最大 で あつ

た．窒素含量 の 多い 程 フ ーゼ ル 漉生成が大 で ある 事は

從來 の 交献 に も見 られ る
4＞．叉 ソ ーゼ ル 油の 生成過程

が 原料別 に よっ て異り玉蜀黍，澱粉粕に は夙種の誘導

期 が あ り切
：F ， 糖蜜 に は 之が認 め られない ．之 は フ 冖

ゼ 丿し汕生成の プ レ カ e サ M と し て 最も効果的な ロ イシ

ソ ．バ リソ 等 の 濃麗 の 多少に よ る事が想像 され るの で

ア ミ ノ 酸 の 淌長 を ぺ 卩パ ーク ロ V ト グ ラ フ に よ っ て試

驗 した ，

　（3〕 7 一ゼ ル 油 の 生 成 と ア ミ ノ酸 の 淌畏 ： 醪の 濾液

5　cc を 1cc ｝こ濃縮 し そ の 0．03ccを 東洋濾紙 No ，50に ス

ポ ッ トす る，ブ タ ノ ｛ル 1 醋酸 ， 水 （4 ： 1 ： 1 ）で 上

昇法 に より4図 マ ル チ プ ノL に て 行 い ＝ン ヒ ドリ ン に て

蛍 色せ しめ た 結 果 は 第 2 鬪 の 如 く誘導期 の ある玉 蜀黍

澱粉粕 は ロ イ ン ソ ，バ リ ソ が 幽蜜，切 干 に比 して 少 い
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出發 時 に 認 め られなか つ た ロ イ シ ソ ，
バ リ ン 等 も鋼然

と現 われ て くる事 で あ る．之 は 濾液中の 至窒素 に つ い

て も略 ・it同様な事が認 め られ醸酵末期の ア ミ ノ 酸増加
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は 明 らか に 酵母融胞體 の 代謝に よ る もの と思われ る、

叉 24i“
’
ttl目に ア ミ ノ 酸 が晨少 とな る事は 酵騨 曾殖の 旺

ん な時 で あ り同 化吸收 されたもの で あ り之 に つ い ては

CASTOR ’）等 の 葡萄汁醸醪中の フ ーゼ ル 油生成1こ っ い

て の 儕究 の 實驗結 果 と
一・

致 した ．

　（4） 培 養 凋 度 と infection の 7 一ゼ ル 油生 成 に 及 ぼ

す詣饗 ： 切干 を蜻 ｛料 として 培養灘度を25， SO．35℃

聯 気
z＋ 轄 9目 臼 ユ゜ 1糾

と した場 合 ぬ fection の 影響 を み るた め 闘放 的 に 醸螺

せ し め た もの 及 び乳跛 菌 を接種 し て infect三っn せ しめ

た もの を萠同矇 1こ 醗酵せ しめ 分析 した結 果 は 第 3 表 ，

第 3 鬪 の 如 く，低温 の もの 力鞘 々 高 く （ア ル コ ・・ル に

對する フ ーゼ ル 油生成率）叉 infectbn し た もの は 初

期 の 7 一ゼ ル 油生成が 他 の もの よ り多い 事 が認 め られ

た．
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第 3 熊 切干 醪 に 於 け る温度 の 差 異及び infection に よ る フ ーゼ ル 油 生 成 状 態
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第 3 圖．切干 醪 に 於 け る 温 度 の 差 異 と 工nfection

　　　　　に よ る 7 一ゼ ル 油 の 佐 成 状態

　　　　　 （フ ーゼ ル 油 ／ア ル コ ール ％）
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　〔5） フーゼ ル 油 の 蒸溜分離率 に よる ア ル コ ール 製品

中フ ーゼ ル 油 含畳 ： 以 ．ヒの 如 く原料 の 差 ， 培養條件に

よつ て フ ーゼ ル 油 の 生 成 に差異 が あるが ア ル ゴ ール と

の 比 率は O．4−− O．2％の 範圍で あ る．之 の 蒸溜 に 於け る

分離率を99　− 96％ と し た場 合製 晶 中 の フ ーゼ ル 油含量

は第 4表 の 如 くな リ ア ル コ ール の 0．01％以 Fま で に フ

ーゼ ル 油を分
・離す る に は蒸溜機と して 先 づ 93％以 ヒの

　  　精溜 塔底部に 於 け る フ
ーゼ ル 油 分 離條件 3 各 k

の 蒸溜機に よつ て フ ーゼ ・レ油分離 　 第 4 圖

條件 は 異 る と思わ れ る の で 現場 の

實際的 な 操 作 に よ つ て 試驗 を 行 つ

た．第 4 躙 の 如 く精溜塔底i部の フ

ーゼ ル 汕取出 口 か ら夫 々 試料を探

り之 の 100ccに 水100ccを 加へ 振盪

後青笋置 し上 部 の 7 ・一ゼ ル 油部分 の

cc 數を 表わ し た 結果は 第 5 表 の 如

く温度計の 部分が 86℃ に て フ ・tゼ

ル 油取出 口V5 ．V4 よ りの 郡分 が最

も有効 な事 が到明した の で 此 の 鬣

♂ 盪
一一一

井 町

v
（

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（ 83 ）

温 度
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繁 5表．精溜 塔底部 の温 度 差 に よ る 7 一ゼ ル 油 分離状況

可
ア ル コ 　・一ル ％

フ ーゼ ル 油 分離率

ア ル ？　一 ル ％

フ ーゼ ル 油 分離車

ア ル コ 　ー ル ％

7 一ゼ ル 油 分 離攀

ア ル コ

　
・・‘ル ％

フ 冖ゼ ル 油 分離率

T5

「
　 、43．8

　 948

．010660

．5670

．5

Y4 Vs

31．5124
2　　　　 0．5

V2

劉
3

身
゜

i31
425

660

．5

155

925

984

725

T，

　

5702

60イ
胃

−

585

に 操作條件 を定 め實際製造した 例 は 次 の 如 くで ある．

　（7♪ 工 場醐 （500石 ）に 於 け る フー
ゼル 油 とそ の 分離

　　　　　　　　　　　 第 6 表．

寧 ： （第 6 蓑 ）　原料 配合 ‘ま橿略
の 歟値 で ある．フ ーゼ ル 油分離

攀は 98％以上 の もの が 大部分 で

製品中含量 も0．005％一一〇．01％

の 範園内 と なつ た．

　〔8） 原 料酒幤 （100％換 X ）中

の 7 一ゼ ル 油含量 ； 酒精業者 の

製品 中 の 7 一ゼ ル 油含量は 如何

に なつ て い るか を合成清酒技術

者協議 會
6）7）

出品 の もの に つ い

て の 分 析 値 を 整理 し て 比較 して

み る と第 7表 の 如 く近 年確 か に

フ ーゼ ル 油含量が減少 し て い る 事 を認 め た．

工 場醪 （300石） に 於 け る フ ーゼ ル 油 と その 分 離翠

圭　原 　料

生 　　芋

〃

！’

〃

切　　 干

〃

瀕 紛 粕

糖　　蜜

〃

ノノ

玉 蜀 黍

原 　料　配 　 合

生 　芋 　　糖　蜜
　 2　　 　　 　 1

切 　干　　澱粉 粕
　 2　　　　　 1

切　干 　　糖　蜜
　 1　　　　　 1

澱粉粕　　 切 　干
　 3　　　　　 1

糖　蜜　　澱 粉 粕
　 2　　　　　 1

玉 蜀黍 ：繰 麥 ：澱 粉粕
　 1　 　 　 　 1　　　 1

ア

努
一ル

レーぜ 舳 ％

6．606
．806

．966

．87

6．76

6．99

4．777

．227

．816

．885

．76

0．0250

．0250

．0260

．023

O．e21

O ．018

O．020O

．035O

．032O

．0230

．024

［麸 鱒姥．驢 ％

0．370

．360

．360

．34

0．31

0．26

O．420

．480

．410

．340

．41

0．0050

．0060

．oe50

．005

0．006

O．005

0 ．008O

．0070

．0050

．006O

．OIO

フ ーゼ ル 油
蒸 溜 分 飜率％

98、698

．498

．798

．5

98．2

98．1

98．098

．698

．798

．397

．5

第 7 表　原 料酒 精 （100％ 換算） 中 の フ P ゼ ル 泊 含量

昭 和 25年

　 ノ〆

昭 和 27年

　 〃

級 別

AB

分 析
件數

7512

・ ［・・

B 　　　13

最　大

（％） it％5J’

」
第　均

（％ ）

0．118　　　　0．015

… 3・ 1 ・… 5

0．0400

，0210

，0050

，005

O．0290

．0230

．0110

．007

備 考

　　　　 f第 2 回全 國合 成清酒 喇

・race ・點
z
酒 研 瓣 躡 の もの

trace 　7
〃　　5

第 5 回 全 國 合 成 清酒 技
｛術 者 協 議

．
會出 品の もの

　（本 報告 の 大翼 は 昭 和 28年 10月17H 大阪醸逡 學會第

5 回講演會の 添 加 用酒 精 に 關 す る シ ン ntジ ウ ム に 於 て

發 表 し た もの で あ る．）
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G ．B．　CASToR ＆ J．F．　GUYMoN ， Science　Vol　115，
NQ ．2980
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